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＜研究の概要＞ 

 路面下空洞の生成要因や拡大過程・陥没危険度を解明し、併せて空洞探査の高度化と空洞特性に応じ

た適切な補修方法を開発することにより、道路管理者に発信し得る｢調査計画・空洞探査・空洞補修に係る

一連の合理的プロセス｣、即ち道路陥没予防ソリューションを開発する。  

 

＜中間評価結果＞ 

道路陥没・路面下空洞の発生メカニズムの解明、危険度評価法の高度化、空洞充填剤の開発着手な

ど、研究開発は計画通り順調に進んでいるが、開発した危険度評価の実地での利活用の仕方の提示につ

いて課題があることから、指摘事項に留意しながら現行のとおり推進することが妥当であると評価する。 

 

＜今後の研究計画・方法への指摘事項＞ 

１． 本研究において高度化される路面下空洞の危険度評価について、現場での利活用も想定し、体系的

に示していただきたい。 

２． 埋設物などの局部的な要因が大きく影響する空洞発生について、空洞ポテンシャルマップの有効性や

必要性が現段階では不明確である。ポテンシャルマップの作成を主要研究事項とする場合は、実務の

中でどのように活用しうるのかの観点から必要に応じて改善のうえで進めるとともに、その有効性を明確

にしていただきたい。 

 
※本中間評価は、新道路技術会議の各委員が評価を行い、第 36 回新道路技術会議において審議したものである。 


